
【子どもを中心にした地域の居場所づくり】
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１ 事業実施団体について

事業実施団体の概要
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＜団体の目的＞

子どもたちを中心に、ママや地域

の方に居場所や学びのきっかけ、

楽しみ、交流の機会を提供する

＜これまでの取り組み＞

・子ども食堂「ジジキッチン」

・イベント「かけすFes」

＜団体の目的＞

地域に根付いた大学として、地

域連携、地域貢献活動を推進し

ます。

＜これまでの取り組み＞

・生涯学習センター

・リエゾン・アクション・センター

・国際交流センター



（１）課題

北仙台小中学区は高齢者世帯の多い住宅街である。商店や飲食店も少なく、子どもだけでなく、地域住民の居場所
が足りていない。そのため、地域の交流も少ない。
昨年度開催した子ども食堂「ジジキッチン」では定員20名で想定していたところ、毎回50～60名程度が参加した。
また、毎回小さいお子さんを連れたおかあさんたちがおしゃべりで閉店時間になっても帰らないことからも、お母さ
んたちの井戸端会議の場所や機会が少ないと感じた。
また、「かけすFes」という小学生メインのイベントをした際には、昨年度は参加者15名全員が3日間欠席がゼロで
あった。最終日に行うフェスでは100名近いお客さんが参加した。また、今年度は参加者15名想定のところ、50名
に及ぶ応募があり、居場所不足だけでなく、子ども同士、他学年で遊ぶ機会に飢えているのではと感じた。また、か
けすFesは毎回土曜日の開催だが、これだけ参加希望者が多いということは週末の居場所も足りていないと感じて
いる。
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（２）事業の目的

子どもたちに居場所を提供し、そこで多様な価値観に触れる機会や学びの場を作っていく。世代間（高齢者、地域の大人、大学生、小
中高校生）交流をすることで多様な価値観に触れ、学校や家庭だけの価値観に縛られることなく、自分のやりたいことを自分で選び取
る力がつく。
親や先生などの上下の関係ではなく、ナナメの関係と言われる他学年の友だちや地域の人と接することで、世の中の価値観が多様で
あることに気づき、地域内には自分の味方がたくさんいることや居場所があることに気づいてもらい、孤独感を軽減し、不登校などを
予防する。
また、ワークショップを開催し、経験値や生活力を上げ、子どもたちに生き抜く力をつける。子ども向け以外にもママたち向けのワーク
ショップを開催し、日常の中にゆとりの時間を提供する。
地域内に居場所が定着することで、お互いが顔見知りとなり、地域に安心感と信頼感が生まれる。
安心感と信頼感で地域を包むことができれば、ひとり親、要保護家庭での孤独感を軽減し、不登校等の予防になると考える。
学校に長く関わってきたものとして、良くも悪くも現状を見てきて、学校生活や各家庭で補えない部分をサポートしたいと考えている。

２ 令和３年度の実施内容



２ 令和３年度の実施内容

（３）令和３年度事業の目標と実績

【子どもの居場所づくり】（平日）
・週に1度、曜日を決めて開催する。毎回20名程度。

→開催した

【子どもの居場所づくり】（休日）
・月に1回程度テーマを変えて開催する。毎回10名程度。

→開催せず

【ママ向けのワークショップを開催】（平日日中）
・月に2回程度、毎回10名程度の参加者を見込む。

→アロマ講座開催

【高齢者向けの居場所づくり】（平日日中）
・月に1回程度、毎回10名程度の参加者を見込む。企画、運営。ボランティア、アルバイト

の派遣。
→開催せず
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２ 令和３年度の実施内容

（４）事業の実施体制

【各団体の役割】

団体名：プリュスプレジ―
企画、運営。場所の予約、人員配置。予算管理。

団体名：宮城学院女子大学社会連携センター
企画、運営。ボランティア、アルバイトの派遣。

【その他 外部団体との連携】

・双葉ケ丘地域包括支援センター
・一般社団法人悠遊会
・宮城教育大学 manaco
・北仙台小学校 さわやか教室 村上朋子先生
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２ 令和３年度の実施内容

（５）事業スケジュールについて

【放課後ジジリビング】

10/6、10/20、10/２７、11/１０、１１/１７、
１１/２４、１２/８、１２/１５、１２/２２、１/１２

【おひるまジジリビング】

１０/５、１０/７、１０/１９、１０/２１、１０/２６、
１０/２８、１１/２、１１/９、１１/１６、１１/３０
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（６）使用経費について

【事業費総額】 955,749円
・仙台市助成金 848,000円
・団体自己資金 76,749円

内訳
・人件費 594,000円
・報償費 13,500円
・消耗品費 183,646円
・印刷製本費 77,510円
・通信運搬費 38,031円
・その他の経費 18,000円



３ 実施した取り組みの紹介

（１）放課後ジジリビング
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３ 実施した取り組みの紹介

（１）放課後ジジリビング

平日週１～２回、悠優会様のご厚意で北仙台小学校近くの一戸建ての１室を貸して頂き、
地域の方や宮城学院女子大学の学生さん見守りの中、クッキングをしたり、お勉強したり、
遊んだり楽しく過ごす場所を提供した。

その後北仙台小学校内の空き教室を借りられることになり、宮学学生さんがお勉強を教え
たり、遊んだりして利用者が増えた。
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３ 実施した取り組みの紹介

（２）おひるまジジリビング
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３ 実施した取り組みの紹介

（２）おひるまジジリビング

平日週１～２回、悠優会様のご厚意でお借りした地域の方や宮城学院女子大学の学生さん
見守りの中、不登校のお子さんが自由に過ごす場所を提供した。

お母さんはふだん子どもがずっと家にいるため、美容院や病院など行くことをためらって
いたが、かなりリフレッシュできたと喜んでいたのが印象的だった。また、大人同士の会話
にも飢えていたとのことで、お母さんともたくさんお話しできたのがよかった。
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３ 実施した取り組みの紹介

（３）大人向けワークショップ

アロマの香りと効能で心も体も元気になってもらいたいと開催した。少人数ではあったが、
ゆったりとした時間を過ごすことができた。
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４ 事業の成果と今後の展開

事業の成果と今後の展開について

団体の目的でもある「子どもたちを中心に、ママや地域の方に居場所や学びのきっかけ、楽しみ、
交流の機会を提供する」については達成されたと考える。

コロナでなかなか集まる場所がない中、おもちゃで遊んだり、一緒におやつを作ったりという貴
重な体験を提供しつつ、子どもたちの笑顔をたくさん見ることができた。

また、宮学の学生さんたちも学んできたことを実地で体験する機会を提供することができた。

不登校のお子さんやお母さん、悠遊会に来ている障害を持つお子さんとも交流を持つことがで
きた。
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